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 前報ωに報告した檬にデ リス根は近年各種の害轟駆除剤 として廣 く使用されてゐるが,就 中
農業藥剤 として最 も多 く用ぴられ農産物の生産確保に大きな貢獄 をなしつ 玉ある.此 の場合デ
リス根の粉末も用び られてゐるが,大 部分は液剤の形にして噴霧法に依つてゐる.即 ちデ リス
根の有数成分 を一旦有機溶剤で抽出して,之 に乳化剤や展着剤 を加へ,水 で稀繹 して乳濁液 と
して用ぴるか,或 は他の物質に吸着させて置 いて之を水に懸濁して用ひるのであるが)何 れ も
保存中に有敷成分の攣質を免れなV・上に)是 等の方法は有機溶剤 を必要 とし,不 経濟であ り多
くは危瞼 も伴ぴ)且 相當の技術や手敷を要する等種々の不便の黒占がある.
 デ リス根 を打檸しつ 玉水で抽出して濃厚な孚L濁液 を造 り必要に磨 じて之を稀程して噴霧 し得
るとすれば極めて経濟的であつて,何 入でも容易に實施し得て極めて有利である.併 し從來は
此の水抽出液は短期間に攣質を起 し無敷のものに攣化すると言はれて,極 めて小規模に,帥 座
に使用する場合以外は現在此の方法は採用されてゐなV・・デ リス根の水抽出液の攣質に就いて
は最近Goodhue&Haller(2)爾 氏が研究してゐるが極 く短時間(2日 間)の 試験であつて實際問
題に適用出來るか否か疑問であり,且 不充分の黒占がある様に思はれる.余 等は此の黙遺憾に思
ぴ,果 してデ リス根の水抽出液が,ど の程度に攣質するか,若 し攣質するとすれば,其 の防止
の方法 をも研究せんとして比較的長期間(1ケ 年間)系 統的に實験を行つた結果を舷に報告し》
一般デ リス利用者の参考に供すると共に識者の批判を侯つ次第である.
                實    験
 1.デ リス乾燥根の水抽出法
 デ リス風乾根の粗碑 したもの200,00g(結 晶Rotenon 4.90%,非 結晶性物9.21%)を 布袋
   脂本項中の歎値は何れも無水物に換算したものである.
                   (49)
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に入れて,水 中で良 く塵搾し,後 数回水を取 り代へ(全 使用水4.3の 団來る丈け充分に域分 を
抽出し乳濁液4Zを 得た.搾 禺液は最初の聞は起泡性の濃白色を呈 してゐるけれ共,水 を代へ
て搾出を繰返すと漸次起泡性 も弱 くなり,赤 褐色を帯びて來た。此塵で抽出を止め乳濁液 を湯
煎上で蒸獲乾固し充分脆水 して黒褐色の固形物38。319を 得た.搾 出した渣は籔 日風乾後,水
分を定量し無水物に換算した結果160.719で あつた.樹 ほ此の搾 り渣中に残存する成分を定
量した結果,結 晶Rotenon O。83%非 結晶性物2.38%を 含有 してゐるに過ぎなかつた.帥 ち
原料に封 して結晶Rotenonの 残存量は17.0%で あ り,非 結晶性物は25.8%に 當る・換言すれ
ば結晶Rotenonは 原料中か ら83.0%非 結晶性物は74,2%丈 け水抽出物中に移行した事 にな
る.從 つて上記の様な抽出法で有数成分の大部分が抽出され得 る事が判つたので,下 記の試料
σ)調製には此の方法を採用する事にした.
 2.デ リス乾燥根水抽出液を室温放置 した場合の攣質
 デ リス乾燥根の粗確 したもの7509か ら前記の檬 τして水抽出液約15Zを 得,暫 時静置し粗
粉を沈降せ しめ,之 を除去して試料 とした.此 の試料を15」容無色硝子瓶に入れ,密 栓 して實
験室内の間接光線の明 るV・場所に保管した.
 分析法は第1表 に示 し光期 日に先づ上記の試料を良 く振堂 して均一一とし,1000.Ogを 蒸獲.皿
に探 り湯煎上で蒸稜乾固し黒褐色の固形物を得て,更 に眞室乾燥 して掻 き取 り,乳鉢で粉弊 し,
飾別して微粉とした ものを全部秤量 して抽出用濾紙筒に詰めた.此 の場合抽 出を容易にするた
めに脱脂綿 と本粉末の少量 とを交互に充填 した.之 をソックスレー装置で普通にエーテル抽出
を行つた.抽 出時間は約10時 間で完了するのであるが,本 研究では念のため100時 間とした.
抽出中にRotenonの 結晶を析出して來るものは受器を取 り代へて抽出を縫績 した.全 抽出物を
合し豫め重量を秤つた200cc三 角瓶 に移 し,エ ーテルを乾固 して聰化石次上で眞室乾燥 し,内
容物の重量の3倍 量のエーテルを加へ,湯 煎上で冷却器を附して加温 し,固 塊を碑き,黄 色の
樹脂瓶物を完全に溶解せしめ%後,揮 散したエーテルを補充して3倍 量 とし,密 栓 して一夜冷
藏し,Rotenonの 結晶を析出させた.次 で歴濾 し, Rotenonは 色 を失ふ迄氷冷したエーテル
15～20ccで 洗ぴ,水 洗後加熟乾燥,秤 量して"結 晶Rotenon"の 量を知つた.結 晶Rotellon
を濾別 した濾液はエーテルを乾固し80。に加熱し,璽 化石荻上で眞室乾燥を繰返 して恒量とし
"非 結晶性物"の 量 を得た。上罷の定量法は既に第1報 ⑧で述べたの と大差無いが,結 晶Ro-
tenonを エーテル洗濫後更に水洗灘する鮎が異つてゐる.こ れは水抽出の場合はエーテルに難
溶で水に極めて易溶の物質が結晶Rotenonと 混合 して來るので,こ れを除去するためである・
   脂此の物質は極めて水に溶け易く起泡性で一種のSaponin襟 のものである.此の物質K就 ては目下
   硯究中であるから後報で蓮ぺる・
                  (50)
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 吹に非結晶性物2.009を 酒精40ccに 溶解したもの2個 を作 り,一 方には5%酒 精性苛性曹
達4.Occを 加へ,第1報 紛に報告した檬に2時 間室氣酸化 を行ひ・,後50%酒 精性硫酸49を 加
へて湯煎中で酒精32ccを 同牧 し,引 績き湯煎上で冷却器 を附して1時 間加熱する.次 に内容
物 をエーテル200ccを 用ぴて分液漏斗に移 し,水300 ccを加へて充分振盟 し,析 出し光結晶 を
減歴濾別する.結 晶は水洗後氷冷したエーテル メータノール混液(1:1)で 濾液が色を失ふ迄洗
源 し,加 熟乾燥,秤 量して"Dehydro混 合物"の 第1同 牧量を知る.濾 液を再び分液漏斗に
移 し水暦を棄てエーテル暦をN-NaOH 50 ccと 振盟 して)ア ルカ リ可溶物 を除去し,水 洗 脱
水 して工一テルを去 り}淺 留物にエーテル メータノール混液(1:1)5ccを 加へて樹脂歌物 を溶解
し,一 夜放置 して結晶を減塵濾別し,結 晶は氷冷した同混液で濾液が色 を失ふ迄洗際t4加 熟
乾燥秤量し"Dehydro混 合物"第2同 牧量を知る.斯 くして得たDehydro混 合物の合量は,
非結晶性物2.009か ら得た"酸 化脱水Dehydro混 合物"の 量である.他 の一方は室氣酸化を
行ふ事無 く、直ちに50%酒 精性硫酸49を 加へ直接腕水反慮を行ひ,Dehydro混 合物の量を
秤 り"直 接脱水Dehydro混 合物"の 量を知る.
 斯 くして得た酸化睨水Dehydro混 合物量及び直接睨水Dehydro混 合物量に夫々非結晶性
物量を乗 じて得た量の1/2が 全非結晶性物中から得 られるべき酸化脱水Dehydro混 合物及び
直接脱水Dehydro混 合物の全量に相當し,前 者から後者を差引き,之 に結晶Rotenonの 量
を加算 した ものが"全 有敷結晶量"で ある.
 非結晶性物少量の場合には)上 記の割合で本法を行ぴ適當に計算すれば良V・.此 の結果を表
示すると第1表 の檬である.表 中の数字は試料たる筑濁液1009中 に存在した物質の9撒(%)
を示す.
                  第   1  表
蒙 鰍期・一 全・形物鶴 鎌 鞠 酸麗灘 論水鍵
    年 月 日   日    %    96   %    %    %    %
  1  15.10.23       0       1.38      0.185    0.313     0。189    0.054     0.320
  211◎6 14 1.24 0.1980.330 0.2030.0580.343
  3    11.20      28       1.21      0-196    0.335     0.202    0.052     0.346
  4    12.工1      49       1.26      0.197    0.34ヱ     0。202    0.048     0.351
  5  16. 1.11      80       1.20      0.195    0.327     0、213    0.040     0.368
   躰 乳 濁 液 は 保 管 中 にRotenon-Deguelin相 互 攣 牝 す る とは 考 へ られ な い か ら上 記 の如 くに して得 た
    Dehydro混 合 物 にi封 して更 にiso-Dihydro反 癌 を行 つ てRotenonと DeguHnに 分 離 定 量 す
    る必 要 は無 い・
                    (51)
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  62.12112 1.21 0.1600.3590.1660.0260,300
  74.11170 1.130.1600.3560.1380.0360.262
  8     5.11     200      1.18      0.162    0.377     0.148    0.026     0.284
  9    6.11    231     1齢24     0.156   0.394    0.141   0.029    0.268
  10     7.11     261       1.17      0.138    0.391     0.133    0.026     0.245
  11  8.9  292   1.11   0.124  0.411  0.150  0.041  0.233
  12     9.18     330       1.07      0.117    0.464     0.155    0.042     0.230
  13    10.22     365      1.08      0.107    0.417     0.155    0,036     0.226
 此 の表 で判 る様 に,デ リス乾燥根 の水抽 出液 は密栓 して室温で 間接光線 に一 ケ年 曝 して置 く
と有 数成分は約70%に 減少 する,初 めの間は多少有敷成分 が増 加 す る傾 向 を示 すけれ共,こ れ
は有 敷成 分が増加 した ので は無 く}乳 濁液 中の他 の成分が醸酵 等のた めに減少 したの に起因 す
るもの と考へ られ る.保 管 中液面に徽 を生 じ懸濁款態 は多少悪 くな り沈降物 を増加 して來 るけ
れ共振盈 すれ ば再び元 の乳濁状態 に戻 る.
 3,デ リス乾燥根水抽出液に空氣 を充分接鯛せ しめた場合 の攣 質
 デ リス根 の有数成分 に謝 して酸化作用は攣 質を誘獲 する重要 な因子 と老へ られ るので乳濁 液
中に室氣 を通 じて試験 して見た.
 別の デ リス乾 燥根 を用 ひて上記の場合 と同檬に して1kgの 粗葎 根か ら乳 濁液20 Zを 得 て試 料
とし,之 を二分 して各10Z容 無色硝 子瓶 に入れ一方 は密栓 して實 験室 内の間接光線 の明 るV・場
所 に置 き,他 方 は栓 に硝子管 を通 して,1分 間に約100ccの 速 さで試験 期間 中殆 ど豊夜 の別 無
く室氣 を通 入 して見た.
 分析 は第2表 に示 す期 日に密閉 した方 は良 く振盟 して均一 に して1000.Ogを 採取 し,室 氣通
入の方 は}室 氣通 入中に蒸震 し去つた水分 を補 ひ,良 く振盈 し均一 にしてか ら1000.09を 探取
し前記 と同檬 に して併行 に行 つ疫・
 其 の結 果 を表示 する と第2表 の檬で ある.表 申の数 宇 は試料1009中 に存在 した物質 の9数
(%)を 示す.
                 第   2  表
               (1)密 閉 の 揚 合
叢 實験期・経翻 全固形物 翫禽繰 ㍉ 酸轍 耀鍮 継
    年 月 日   圏    %    %   %    %    %    %
  1  16. 1.20       0       1.76      0.236    0.470     0.252    0.029     0.459
  21.27 7 1.650.2320.4600.2300.0380,424
  3    2.6     17     1.65     0.248   0.447    0.201   0.049    0.400
  4     3. 6      45      1.51      0.229    0.449     0.205    0.038     0.396
                   (52)
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  54。8 78 1.57 0.2070.5040,2150.0580.364
  65.8108 1.530.2000.5210.2290.0500.379
               (2)空 氣 蓮 入 の 場 含
叢 實験期・ 一 全・形物 翫灘 鞠 酸蓑難 鰍 継
    年月日   日    %    %   %    %   %    %
  1  16. 1。20       0       1.76      0。236    0.470     0,252    0.029     0.459
  2     1ゐ27       7       1.63      0.225    0.476     0.239    0.050     0.414
  3    2.6     17     1.53     0.212   0-480    0.217   0.046    0.383
  43.6 45 1.31 0.0790.4480.1990.0290.249
  5     4. 8      78       1.07     (0.043)鉢   0.212     0.055    0.011     0.044
  65.8108 0.85(0.010)騨0,050 0 0 0
第2表(1)で 判 る様 に,此 の場合 は第1表 の檬に有敷結 晶量 は増加 を示 さなかつたけれ共,
第2表(2)と 比較 して見 ると)室 氣が如何に有害 に作用 するか で良 く判 る-室 氣 を通 入す る と
時 日の経過 と共 に液 は漸 次黒褐色 を帯び沈 降物 を増 加して來 て振盗 して も元 の懸濁欺態 には戻
り難v・.
 4.デ リス乾燥根 水抽出液 の腐敗に依 る攣質
 農藥 は其 の使 用時期が夏期 で あるために實際 問題 として夏の温度 に保存 して攣質 を槍 べて見
る必要 があ ると考へ,別 の デ リス乾燥根 の水抽 出液 を300の 恒盗 器 中に密閉保存 して置V・た所・
間 も無 く腐敗 を起 し,有 機酸 類の悪臭 を稜 生 し,懸 濁駄 態 は破れ て,懸 濁 物 は全 く沈降 し,液
は淡黄 色透明 になつ)セ,こ れ を前記 の檬 にして分析 した結果第3表 に示す檬 に冷藏 した も曙)と
比較 して著 し く結 晶Rotenonの 減少 を來す事 を知つた,
                 第   3  表
     霧 實鵬 ・ 経舗 冷結貯 跳 冷非欝 犠物敗
         年月日     日     %    %    .%    %
     1     16.2.17          0        0,200    0.185      0.404    0.417
     2        2.24          7        0.200    0.159      0.402    0.449
     3        3. 3          14        0.210    0.113      0,384    0.496
     43.10 210.2000.0820,4060。515
     5    4.7    49    0.216  0.098   0.398  0.499
     6      4.28       70      0.203   0.027     0.402   0.565
     7  5.19   91   0.198 微 量  O.412 0.565
 此の表で 見 る様 に腐敗 を起 す事 も亦,成 分減 少を來す重要 な因子で あ る事 を知つたので,余
   零括弧内の数字はDehydro牝 合物を意味する・
                    (53)
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等は此の鮎を更に詳細研究する必要を感 ㌫ 次の實験を行った.
 5.デ リス乾燥根水抽出液の腐敗に依る攣質と其の防止試験
 デ リス乾燥粗陣根2.Okgか ら前記の様にして抽出液40Zを 得た・之れを1'容 瓶36本 に各々
1000.Og宛 入れ)次 の檬に三種の貯藏法を行って見た.
 (A) 12本 は密栓 して,冷 藏庫中に保管する・
 (B) 12本 は密栓 して30。恒温器中に保管する.
 (C) 12本 は防腐剤 としてToluol 4㏄ 宛を加へ振罎混合 して密栓 し)30。 恒温器 中に保管
する. '
 分析は上記三種の供試液を第4表 に示す期日に1瓶 づL取 り出 し,前 記同檬 にして行つた結
果次表の様であつた.表 中の敬字は試料1009中 の物質の9激(%)を 示す・
                 第   4  表
                (A)冷 藏 の 場 合
霧 購 ・経鋤 全固形物 藍 繰 鞠 酸慧難 論 灘
    年 月 日   日    %    %    %    %    %    %
  1  16, 3.26       0      ],75      0.262    0.469     0.239    0.033     0.468
  24.271.750.2360。4750.2400.0360.440
  34。9 1窪 1。700.2470.4770.2ユ60.0530.410
  4     4.16      21       1.69      0.231    0.495     0.212    0.036     0.407
  5    4.23     28     1.67     0.213   0。520    0.248   0.051    0.410
  6    4.30     35     1.68     0.252   0.496    0。233    0'055    0.430
  75.7 42 1.67 0.2390.5050.2150.0680.386
  8     5。21     56      1.67     0.239    0畳511     0.227    0.079     0.387
  9    6.4     70     1.58     0.234   0.491    0.206   0.057    0.383
  10    6.18     84     1.63     0.237   0.500    0.220   0.068    0.389
  11     7.2      98      1.60      0.23崔    0,510     0.237    0.066     0.405
  12     7.16     112      1.58      0.212    0.529     0.241    0.067     0.386
  13    7.30    126     1.53    0.22盗   0.529    0.235   0.077    0,382
                (B)腐 敗 の 場 合
叢 實験期贈 醐 全固形物翫灘 鞠 酸慧轡 熱 耀
    年 月 日 日% %%%% %
  1   16.3◆26       0       1.75      0.262    0.469     0.239    0.033     0.468
  2  4.2   7   1.50   0.223  0.513  0.253  0.069  0.407
  3     4. 9      14       1.52      0.162    0.567     0.250    0.045     0。367
  4     4.16      21      1.37      0.159    0.569     0.225    0.033     0.35ユ
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  5     4.23      28       1.46      0暫125    0.605     0.27盗    0,067     0.332
  6    4.30     35     1.44     0.089   0.624    0.253   0.049    0.293
  75.7 42 1.450.1250。5920.2210.0500296
  8     5.21      56       1.46      0.050    0.662     0.228    0.070     0.248
  9    6,4     70     1.43     0.085   0.630    0.192   0,050    D.227
 10    6.18     84   ,  1.45     0.0】6   0.700    0.208   0.044    0。180
 11     7. 2      98       工.45      0.100    0.621     0.196    0.047     0.249
 12     7.16     112       1.46      0.015    0。699     0.182    0.038     0.159
 13    7.30    126     1.45     0。044   0.691    0.150   0.038    0.156
                (C)防 腐 の 場 合
叢 實麟・ 纒欄 全・形物 翫灘 隔 酸蓑篶難 臨 灘
    年 月 日   日    %    %   %    %   %    %
  1   16.3.26       0       1.75      0.262    0.469      0.239 .  0.033     0.468
  2  4.2   7   1.75   0。252  0.471  0.232  0.044  0.440
  3     4. 9      14       1.76      0.242    0.487     0.245    0.054    、 0.433
  4     4.16     21      1.77     0.232    0.500     0.243    0.038     0.437
  5     4.23      28       1.71      0.200    0.530     0.261    0.056     0.405
  64曾30 35 1.750.2480.4900.2390.0470.440
  75.7 42 1.750.2470.4920.2420.0790.410
  8     5.21      56       1.70      0,217    0.517     0:233    0 074     0.376
  96.{塾 70 1.750.2盗30.4930.2260.0620.407
 10     6.18      84       1.77      0.246    0.491   』 0.220    0,066     0.400
 11  7.2   98   1.78   0.254  0.504  0.229  0.063  0。420
 12     7.16 、   112       1.76      0.226    0.526     0.237    0.070     0.393
 13     7.30     126       1.76      0.236    0.529     0.249    0.077     0.408
 (A)及 び(C)で 得 た 結 晶Rotenonは 無 色 で あ る けれ 共,(B)で 得 た も の は 常 に 褐 色 を帯 び
て ゐ た ・ 念 の た め に(A),(耳),(C)共第13號 で 得 孝 結 晶Rotenonを 精 製 し た 結 果,聯 鮎1630
の 眞 正 のRotenonで あ つ た.保 存 申 各 試 料 の 外 観 上 の 憂 化 は(A)は 時 日 の 維 過 と共 に 表 面 に
少 し く徽 の 獲 生 す る 丈 嫡 で 常 に 乳 濁 液 歌 態 を 保 つ て ゐ た ・(B)は 間 も無 く腐 敗 を 始 め)瓦 斯 及
び 脂 肪 酸 の 異 臭 を獲 生 し,途 に は 懸 濁 扶 態 は 全 く破 壌 さ れ て 沈 澱 物 と淡 黄 色 の 上 澄 液 と に 分 れ
た.(C)は 多 少 黒 色 を幣 び て ゐ る丈 け で,別 に(A)の 場 合 と異 駄 を 認 め な か つ 允 ・
 上 記 第4表 を 総 括 し て 見 る と次 表 の 檬 に な る.
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                 第   5  表
   番號   實験期日  経過 日数     全 有 数 結 晶 量
         年月日      日             %
    1      16.3.26        0                  0.≦68
                      (A)冷 藏  (B)腐 敗  (C)防 腐
    2          4, 2          7            0.440       0.407      0。440
    3          4. 9         14           0.410       0.367      0.433
    4          4.16         21            0.407       0.351      0。437
    54.2328 0。4100.3320.405
    64.3035 0.4300.2930.440
    7          5. 7         42           0.386       0℃296      0。410
    8          5.21         56            0,387       0.248      0.376
    9     6.4    70      0.383   0.227   0.407
    10        6.18       8≦         0.389     0.180     0.400
    11          7. 2         98           0.405       0。249      0.420
    12        7.16       112         0.386     0.159     0.393
    13         7.30       126          0.382      0.156     0.408
 此 の實験結果 には少 し く凹凸が あるけれ共,之 は前の實験 の場 合の様 に同一容 器か ら試 料 を
採取 して ゐない爲 に》各瓶に依 つて多少腐敗の程臨 其 の他 の條件が異 つたのに起因 して ゐる
と考へ られ る.
 第5表 か ら判 る檬鴎 デ リズ乾燥根 の水抽 出液 は腐敗 に依 つて著 し く有敷 威分 の減 少 を來す
けれ共,Toluolを 加へて防腐 した ものは冷藏 した もの と同程度,或 は それ以上 の有数成分 を
含有 して ゐる・帥 ち冷藏 すれ ば其の攣質 を相當に良 く防止 し得 るので あつて,こ れ は結局 一般
藥物貯藏 の常 識に過 ぎない結論に到達 したので あるが、從 來 は極 く短 時聞 に無敷 の もの とな り,
攣質防止の方法が無い檬 に信 じられてゐた爲 に此の極 めて重寳な方法が實際 上探 用 されて ゐな
かつた事 は遺憾で ある.尤 も冷藏 して置いて も長い間に は多 少は威分の減退 を來すが,此 の程
度 の攣質 は他 の液歌,糊 歌 及び固歌の農用 デ リス製剤 の場 合に比 して必す し も多 くは無V・.併
し乍 ら冷藏す る事 は簡 軍で はあ るが,實 際問題 として,特 に農家等 では殆 ど不可能 な事で ある
ために此 の場 合 にはToluol叉 はXylol等 の防腐剤 の少量 を加 へて》良 く振堂 してか ら瓶 に充
満 し,密 栓 して成 るべ く冷暗所 に保管 してさへ置 けば相 當長期間 に亙 つて も有数 威分 の減 少を
來 さなv・事 と思 はれ る.但 し各種 の乳化剤 や展着剤特 にアルカ リ性 の もの を加へ た ものは,假
令防腐貯藏 して置V・て も攣 質を防止す る事 は出來 ないか ら,是 等 の ものx混 用 を必要 とす る場
合 には使用直 前 に加用 しな ければな らない.
 6.生 物試 験
 デ リス乾燥 根の水抽 出液 は化學的試験の結果では從來 信 じられて ゐ元檬 に蓮か に攣質 して敷
力 を失ふ ものでは無V・事が明かになつた。其塵で余 等は此の化學 的試験 の結 果 を更に生物試験
                   (56)
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に依つて確謹 し度V・ と思ひ本實験 を行つ%.
 供試液 は昭和16年4月,5月 及び6月 にデ リス乾 燥根 の微粉2.00g(結 晶Rotenon 7.11%,
非結晶性物11.04%Rotenon換算全有敷 成分量9.76%)を 水100 ccに 懸濁 し)1時 間振 盟 し
て,無 色硝子瓶 に入れ密栓 して實験室 内の間接光線 の,明 るV・所に,而 も最 も氣溜が高V・期間
保存 して置V・た もので あ る,之 と封照 に本試験當 日同一 デ リス根微粉か ら同様 にして作つた 同
濃度の懸濁液 及び純Rotenon O.15609を ア セ}ン8ccに 溶解 し,之 れ をア ラビア ゴム3.009
を水100ccに 溶解 した溶 液 中に携搾 し乍 ら滴加 して作つた孚L濁液 とを用 ひた.
  原 液    調製期日    纏過日敷    調 製 原 料      有歎成分濃度
         年 月日      日                        慕
   A    16.4.1   205   デリス根微粉2.009,水100cc 約0.156%
   B5.1ユ75 〃 ク
   C6.1144 〃 〃
   D10220 "  ク
   Eク0純RotenonO.1560g,水100cc O,1560
 此の試験 は昭和16年10月22日 に行ぴ,當 時の室温 は16～17・5。,水 盗 は15・5～16・5。 で あ
つた ・試 験動物た る鱈 は大 き さの同等 の もの(重 量4～5g)を 選別 し豫 め2日 間冷藏庫 内に置
き)成 る可 く強健な もの として供用 した.
 上記5種 類 の原液 を水 道水で稀繹 して夫 々第6表 に示 す様 な4種 の濃 度の供 試液 を調製 し,
同一種類,同 一濃 度の供 試液 各100ccを200 cc容 三角瓶5個 に採 り,1瓶 に鱈 一匹 を入れ同時
に五匹 につV・て致死時 間 を測定 し,各 五匹 に封 す る致死時間 の平均値 を求 めた.其 の結 果は第
6表 の様 で あつた.
                 第   6  表
   原液稀繹率  供試液濃度     致 死 時 間(分)       `       %        A    B    C    D    E
   1 :     78           0.002            229     225     220     210     215
   1 =    156           0.001            272     264     264     257     268
   1 :  1,560          0.0001           266     266     262     255     280
   1 : 工5,600          0.00001          408     350     290     300     320
 ア ラビヤ ゴムとアセ トンと丈 けの水溶液は最高濃度 に相當す る もので も何等毒性 を示 さなか
った.第6表 に示 した檬 に多 少喰違った鮎 はあ るけれ共,生 物試験 に於 ては此 の程度 已むを得
な い と考へ られ る・A)B,C及 びDを 比較 して見 る と貯藏 中に幾何 攣質 を したか は判定 出來 な
   き有敷成分9.76%含 有のデリス粉末であるから,此の濃度は0.1952%と なるべ きであるが・上記の
    抽田試験で見た様に,此 の内約80%丈 けが水で抽出されてゐるものとして0.156%と 評債 したも
    のである.
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いけれ 共,相 當量の有数成分 が淺存 してゐる事が判 る。此の事 は水抽 出液が急速 に攣質する も
ので無い と云ふ上記の化學的試験 結果 と一致す る,叉D及 びEを 比較 して略 々近似値 を示 し
て ゐる事 は余等の デ リス根 の有敷成分定量法が生物試験 的に も正1くい もので ある ことをも誰 し
得た ものであ ると言 ぴ得 る.此g場 合Dの 方が 少し く有 敷な値 を示 して ゐるが,こ れ位は此の
種生物試験の實験誤差 とも見 られ る.叉 彊 ぴて読明 を求 めれ ばDの 試料 はデ リス根粉 の微粉度
が高かつた爲に,水 で80%以 上抽 出されて來た もの と見て も良V・・
                要     約
 1,デ リス乾燥根の粗檸 した もの を布袋 に入れ て,其 の約20倍 量の水 中で,籔 同に分 けて璽
搾すれば有数成分 の約80%は 簡輩 に抽 出 し得 る・
 2.デ リス乾 燥根 の水抽出液 を透 明硝子瓶 に入れ密栓 して實験 室内の間接光線 の,明 るV・所
に保管 して見たが,1ケ 年で有数威分 は約70%に 低下 した ・
 3.デ リス乾燥根の水抽出液に長 く室氣 を通入 すると酸化 して有数威分 を減 少す る.
 4.デ リス乾燥根 の水抽 出液 を4ケ 月鯨 に亙 つて冷藏 した もの,300で 腐敗 す るに任せ た も
の及び防腐剤 を加へて300に 保つた もの等 の攣質 の朕態 を比較 した結果,腐 敗 した ものは有数
成分著 し く低下 して約30%蝕 を残 すのみで あるが,冷 藏 した ものは約82%を)更 に防腐 した
ものは約87%を 残存 してゐ%・
 5.デ リス乾燥根 の水抽 出液 は,從 來信 じられてゐた檬 に速か に攣質 す る もので は無 く,特
に防腐剤 を加へ て密栓 し冷暗所に保存 すれ ば相當 に良 く攣質 を防止 し得 られ る事 を知 つた・
 6.デ リス乾燥根 の微粉 を水 に懸濁 して,有 敷成分 を抽 出 し,最 悪の 自然條件 の許 に約7ケ
月置V・た もので も生物試験 の結果,尚 ほ相當の数力 を示 した.此 の事 は化學的試験 の結 果 と一
致 して居 疫.
 本研究 は丈部省科學 研究費 及び農林省委 託研 究費に依 つて行つ た もので あつ て)厳 に深 く感
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